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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第３四半期連結
累計期間

第42期
第３四半期連結
会計期間

第41期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年12月31日

自平成20年10月１日
至平成20年12月31日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（千円） 4,337,625 1,253,184 7,580,502

経常利益又は経常損失（△）　（千

円）
△38,324 △44,639 180,132

四半期純損失（△）又は当期純利

益（千円）
△68,280 △61,622 240,235

純資産額（千円） － 2,730,260 2,942,337

総資産額（千円） － 6,671,431 7,326,367

１株当たり純資産額（円） － 537.09 578.70

１株当たり四半期純損失（△）又

は当期純利益金額（円）
△13.43 △12.12 47.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － ―

自己資本比率（％） － 40.92 40.16

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
65,388 － 35,923

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△369,259 － 349,903

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△115,103 － 264,824

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 1,388,522 1,807,497

従業員数（人） － 73 72

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、次の連結子会社を吸収合併いたしました。

名称 住所
資本金
（百万円）

主要な事業の内容
議決権の所有
割合又は被所
有割合（％）

関係内容

(連結子会社)
東京都千代田区 100 　不動産管理業 100.0

当社への不動産の賃貸

役員の兼任３名酒東不動産管理㈱

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 73 （41）　

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 67 　（39）

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社グループは、外注先に委託し電子機器の生産を行っておりましたが、平成17年10月より電子機器の生産を中止

し、部品販売だけに特化しましたために生産販売実績はありません。

　

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間の受注状況を示すと、次のとおりであります。なお、当社グループは、産業用一般電子部

品の販売を行っており、事業区分としては単一のセグメントであるため、事業の種類別セグメントの記載はしてお

りませんので、品名別として示しております。

品名 受注高（千円） 受注残高（千円）

商品   

一般電子部品 613,322 193,355

電源 420,390 142,765

電子デバイス 87,115 37,660

その他 33,036 13,515

合計 1,153,865 387,296

　（注）上記金額は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を示すと、次のとおりであります。なお、当社グループは、産業用一般電子部

品の販売を行っており、事業区分としては単一のセグメントであるため、事業の種類別セグメントの記載はしてお

りませんので、品名別として示しております。

品名 金額（千円）

商品  

一般電子部品 675,097

電源 443,639

電子デバイス 103,282

その他 31,164

合計 1,253,184

　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

　

（1）業績の状況　

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機が実体経済に悪影響を及ぼし、企業収益の悪化

や失業者の増加など景況感が一挙に悪化し深刻化の様相を呈する状況となりました。

　とりわけ当社グループの主力市場である半導体製造装置関連分野においては、半導体市況の悪化、設備抑制による需

要の減少が顕著となっております。これによる電子部品業界への影響は多大であり、急激な受注の冷え込みなど環境

悪化により、売上高は前四半期連結会計期間を下回る結果となりました。

　当社グループにおきましては、営業施策として掲げ推進しております主力取扱メーカーの取扱い品目の拡大、販売連

携及び地域営業戦力の強化、経費見直しによるコストダウンの実現等を実行しておりますものの、売上高の減少に伴

う収益の悪化をカバーするまでに至らない状況にあります。 

　以上の結果、当社グループの当第３四半期連結会計期間の連結業績は、売上高1,253百万円、営業損失41百万円、経常損

失44百万円、当四半期純損失61百万円という結果になりました。 

（2）財政状態　

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、6,671百万円と前連結会計年度末に比べ654百万円減少いたしまし

た。流動資産は、主に現金及び預金が減少したことから前連結会計年度末に比べ883百万円減少、固定資産は主に新本

社建設に伴う建物及び構築物等の増加により228百万円増加いたしました。

　負債は3,941百万円と前連結会計年度末に比べ442百万円減少いたしました。主に支払手形及び買掛金が前連結会計年

度末に比べ349百万円減少したことによるものです。

　純資産は、配当金の支払などにより、前連結会計年度末に比べ212百万円減少し、2,730百万円となりました。

　

（3）キャッシュ・フローの状況　

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、51百万円減少し、1,388百万円と

なりました。 

　　　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は71百万円となりました。これは主要因として売上債権の減少247百万円によるもので

す。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は、129百万円となりました。これは主要因として有形固定資産の取得126百万円による

ものです。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、7百万円となりました。これは主要因として短期借入による収入54百万円によるも

のです。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（5）研究開発活動　

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、新本社の建設に伴う移転により主要な設備の新設がありました。状況は次のと

おりです。

事業所名
（所在地）

事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内容

帳簿価額（百万円）
従業員数
（人）建物及び構

築物
器具及び備
品

合計

　本社

（東京都千代田区）

電子部品機器

販売
　本社設備 541,977 17,863 559,840 33

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設のうち、新

本社建物が完成し資産に計上しております(平成20年12月完了)。なお、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、

除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,090,000 5,090,000 ジャスダック証券取引所 単元株式数1,000株

計 5,090,000 5,090,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 5,090,000 － 500,000 － 372,500

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

　

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないことから、直前の基

準日(平成20年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。　

　　　①【発行済株式】

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　  　  6,000　 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式      5,069,000 5,069 単元株式数1,000株

単元未満株式 普通株式　　　   15,000 － －

発行済株式総数                5,090,000 － －

総株主の議決権 － 5,069 －

 （注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株含まれております。また、「議

決権の数」の同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社栄電子
東京都千代田区外神田二

丁目９番10号
6,000 － 6,000 0.1

計 － 6,000 － 6,000 0.1
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 321 300 292 291 297 270 251 179 178

最低（円） 260 289 280 285 285 250 170 160 135

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

（1）退任取締役

役　　名 職　　名 氏　　名 退任年月日

代表取締役社長 　 河邊　啓一　 平成21年１月15日

（2）役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏　　名 就任年月日

代表取締役社長 　取締役会長 染谷　英雄　 平成21年１月15日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,688,522 2,107,497

受取手形及び売掛金 1,381,864 1,839,611

商品 335,947 411,196

繰延税金資産 70,408 43,808

その他 58,007 17,169

貸倒引当金 △3,900 △4,726

流動資産合計 3,530,849 4,414,556

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 782,938

※1
 252,540

土地 1,170,924 1,170,924

その他（純額） ※1
 26,478

※1
 235,601

有形固定資産合計 1,980,341 1,659,065

無形固定資産 107,093 96,707

投資その他の資産

投資有価証券 312,468 447,363

保険積立金 440,772 430,801

繰延税金資産 236,555 196,158

その他 98,390 119,690

貸倒引当金 △35,040 △37,975

投資その他の資産合計 1,053,146 1,156,037

固定資産合計 3,140,581 2,911,811

資産合計 6,671,431 7,326,367

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,295,648 1,644,656

短期借入金 1,000,218 982,387

1年内返済予定の長期借入金 96,992 98,040

未払法人税等 4,152 52,721

その他 163,502 164,321

流動負債合計 2,560,514 2,942,126

固定負債

長期借入金 439,112 503,440

退職給付引当金 31,916 31,560

長期未払金 909,345 906,621

その他 282 282

固定負債合計 1,380,656 1,441,904

負債合計 3,941,170 4,384,030
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 372,500 372,500

利益剰余金 1,814,491 1,959,037

自己株式 △3,496 △3,240

株主資本合計 2,683,494 2,828,297

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 52,044 119,160

繰延ヘッジ損益 △5,278 △5,120

評価・換算差額等合計 46,766 114,040

純資産合計 2,730,260 2,942,337

負債純資産合計 6,671,431 7,326,367
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 4,337,625

売上原価 3,499,363

売上総利益 838,262

販売費及び一般管理費 ※
 873,827

営業損失（△） △35,565

営業外収益

受取利息 1,740

受取配当金 6,467

不動産賃貸料 3,406

仕入割引 6,340

その他 8,149

営業外収益合計 26,104

営業外費用

支払利息 22,892

不動産賃貸費用 3,150

その他 2,819

営業外費用合計 28,863

経常損失（△） △38,324

特別損失

投資有価証券評価損 22,721

固定資産除却損 2,059

貸倒引当金繰入額 15,852

特別損失合計 40,633

税金等調整前四半期純損失（△） △78,958

法人税、住民税及び事業税 10,165

法人税等調整額 △20,843

法人税等合計 △10,677

四半期純損失（△） △68,280
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 1,253,184

売上原価 1,006,905

売上総利益 246,278

販売費及び一般管理費 ※
 288,126

営業損失（△） △41,848

営業外収益

受取利息 591

受取配当金 1,945

不動産賃貸料 1,135

仕入割引 2,238

その他 1,147

営業外収益合計 7,059

営業外費用

支払利息 7,573

不動産賃貸費用 1,074

その他 1,201

営業外費用合計 9,850

経常損失（△） △44,639

特別損失

投資有価証券評価損 10,149

固定資産除却損 2,059

貸倒引当金繰入額 16,196

特別損失合計 28,404

税金等調整前四半期純損失（△） △73,044

法人税、住民税及び事業税 4,599

法人税等調整額 △16,020

法人税等合計 △11,421

四半期純損失（△） △61,622
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △78,958

減価償却費 15,942

のれん償却額 3,132

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11,848

退職給付引当金の増減額（△は減少） 355

長期未払金の増減額（△は減少） 13,650

投資有価証券評価損益（△は益） 22,721

受取利息及び受取配当金 △8,207

支払利息 22,892

売上債権の増減額（△は増加） 457,746

たな卸資産の増減額（△は増加） 75,248

仕入債務の増減額（△は減少） △349,007

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,241

その他の流動資産の増減額（△は増加） △38,556

その他の流動負債の増減額（△は減少） 3,327

その他 △6,688

小計 138,206

利息及び配当金の受取額 9,015

利息の支払額 △25,609

法人税等の支払額 △56,224

営業活動によるキャッシュ・フロー 65,388

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △347,402

投資有価証券の取得による支出 △989

保険積立金の積立による支出 △9,971

長期貸付金の回収による収入 1,970

その他 △12,866

投資活動によるキャッシュ・フロー △369,259

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 157,218

短期借入金の返済による支出 △139,387

長期借入金の返済による支出 △64,544

配当金の支払額 △76,240

その他 7,849

財務活動によるキャッシュ・フロー △115,103

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △418,975

現金及び現金同等物の期首残高 1,807,497

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,388,522
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（1）連結の範囲の変更

　酒東不動産管理株式会社は当第３四半

期連結会計期間において、当社に吸収合

併したため、連結の範囲から除外してお

ります。

（2）変更後の連結子会社の数

　２社 　

２．持分法の適用に関する事

項の変更

───────────

３．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

の変更　

　たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産

については、従来、移動平均法による原価

法によっておりましたが、第１四半期連

結会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準第９号　平

成18年７月５日）が適用されたことに伴

い、移動平均法による原価法（貸借対照

表価額については収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法）により算定しており

ます。

　これにより、当第３四半期連結累計期間

の営業損失、経常損失及び税金等調整前

四半期純損失はそれぞれ９百万円増加し

ております。　

【簡便な会計処理】

　　　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　　　

　
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末の算出に

関しては、実地棚卸を省略し、当第２四半

期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算定する方法に

よっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関して

は、収益性の低下が明らかなものについ

てのみ正味売却価額を見積り、簿価切下

げを行う方法によっております。　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

　※１．有形固定資産の減価償却累計額　　  579,441千円

　

　　２．受取手形割引高　　      　       382,896千円

　当第３四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に

ついては、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関の休

日であったため、次の当第３四半期連結会計期間末日満

期手形が残高に含まれております。

　　　　受取手形　　 5,806千円

　　　　支払手形　　95,776千円

　　　　割引手形　　66,570千円　

 

　※１．有形固定資産の減価償却累計額　　569,488千円　　

　

　　２．受取手形割引高　　　　　 　 　　372,096千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　※　販売費及び一般管理費のうち主な項目及び金額

　  　給与・賞与手当      　　　　 　429,570千円

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　※　販売費及び一般管理費のうち主な項目及び金額

　  　給与・賞与手当      　　　 　135,300千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目と金額との関係

　　　　　　　　　　　　　　(平成20年12月31日現在）

　現金及び預金勘定　　　　　 　　　　 1,688,522千円

　 預入期間が３ヶ月を超える定期預金　　　300,000千円

　　────────────────────────

　現金及び現金同等物　　　　　　　　　1,388,522千円

　

EDINET提出書類

株式会社栄電子(E02878)

四半期報告書

17/24



（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　              5,090,000株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　                6,525株

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年6月27日

定時株主総会
普通株式 76,265 15 平成20年3月31日 平成20年6月30日 利益剰余金

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末

後となるもの

　　　　　　 該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　　　　　当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平

成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　当社グループは、産業用一般電子部品・電子機器の販売を行なっており、事業区分としては単一のセグメントで

あるため、該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

　

（有価証券関係）

　当第３四半期連結会計期間末における有価証券は、前連結会計年度末に比べ著しい変動はありません。

　

  

（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末におけるデリバティブ取引の契約金額等は、前連結会計年度末に比べ著しい変動は

ありません。

　

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。　
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（企業結合等関係）

　     当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　     共通支配下の取引等

　１. 結合当事企業又は対象となった事業の名称及び事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の

目的を含む取引の概要

　   （1）結合当事企業又は対象となった事業の名称

   　　① 結合企業

　　   　 名　　称　  株式会社栄電子

　　    　事業内容　  電子部品卸商社

     　② 被結合企業

　 　   　名    称　  酒東不動産管理株式会社  　

　        事業内容　  不動産管理業 

　   （2）企業結合の法的形式

　        共通支配下の取引（提出会社による100％子会社の吸収合併）

　   （3）結合後企業の名称

　        株式会社栄電子 

　   （4）取引の目的を含む取引の概要

　     ① 吸収合併の目的

酒東不動産管理株式会社は、不動産管理業として事業を行ってまいりましたが、当社グループ会社再編の一

環として、経営の一層の効率化を図るために合併を実施するものであります。

　   　② 吸収合併の日

　 　   　平成20年12月２日

※本合併は、会社法第796条第３項に定める簡易合併並びに同法第784条第１項に定める略式合併であるため、合

併契約書に関する株主総会の承認を得ることなく行っております。

　   　③ 合併比率及び合併交付金

　　　    合併による新株式の発行及び資本金の増加ならびに合併交付金の支払はありません。

　　   ④ 消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い

　　      該当事項はありません。 

　

　２. 実施する会計処理の概要

本合併は、「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会 平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準委員会 企業会計基準適用指針第10号 最終改正 平成19年

11月15日）に基づき、共通支配下の取引として会計処理を行なっております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 537.09 円 １株当たり純資産額 578.70 円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

1株当たり四半期純損失金額(△) △13.43 円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

1株当たり四半期純損失金額(△) △12.12 円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失（△）（千円） △68,280 △61,622

普通株主に帰属しない金額（千円） 　－ －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △68,280 △61,622

期中平均株式数（株） 5,083,773 5,083,475
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（重要な後発事象）

        当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日） 

　　　　該当事項はありません

　

　

（リース取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は、前連結会計年度末に比べ著しい変動はありません。

　

 

 

２【その他】

　特記事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月５日

株式会社栄電子

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 野口　准史　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 山田　嗣也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社栄電子の平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社栄電子及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）1.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管して

おります。

　      2.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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